
年間授業計画　様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第二次世界大戦①
【知識及び技能】
日中戦争から日米開戦に至る過程を
理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
「大東亜共栄圏」の理念と実態につ
いて、資料から考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分を当時の国民の立場に置き換
え、開戦当時の世論の背景について
想像する。

４．ドイツが戦争を始めると、日
本はどう対応したのか

５．日本はどのようにアメリカと
の戦争を始めたのか

６．日本は「大東亜共栄圏」で何
を行ったのか

【知識・技能】
欧米諸国との外交関係に関わる諸資料から情
報を読み取れている。
　
【思考・判断・表現】
「大東亜共栄圏」の理念と実態について、日
本が行った主な政策とその影響を、歴史用語
を用いながら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
日中戦争と日米開戦に対する世論の違いにつ
いて、当時の日記などから読み取り、自らに
ひきつけて捉えようとしている。

○ ○ ○

1定期考査 ○ ○

6

第二次世界大戦②
【知識及び技能】
空襲や沖縄戦、原爆投下などの被害
を学び、降伏に至る過程を理解す
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
総力戦の特色を踏まえ、空前の惨禍
について、資料から考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
戦時下の生活を資料から想像しつ
つ、各人が平和で民主的な社会の実
現に努める重要性を認識する。

７．戦争中にはどのような教育が
行われていたのか

８．国民はどのように戦争を支え
ていたのか

９．沖縄戦はどのような目的で行
われたのか

１０．日本はどのように降伏を決
定したのか

１１．日本の占領はどのように始
められたのか

【知識・技能】
戦時体制の強化と戦争の長期化がもたらした
被害について理解している。
　
【思考・判断・表現】
日中戦争・第二次世界大戦・アジア太平洋戦
争の特色と惨禍について、歴史用語を用いな
がら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
空襲・沖縄戦・原爆投下・満蒙開拓などに関
する証言を読む・視聴することを通し、平和
で民主的な社会の実現に必要なものは何か、
追究しようとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

軍部の台頭
【知識及び技能】
国家主義の高まりと日本が国際的に
孤立していく過程を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
満州事変が日中戦争に発展する経緯
を資料・地図から考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
自分を当時の国民の立場に置き換
え、統制と動員について想像する。

１．ガイダンス

２．日本は中国との全面戦争をど
のように始めたのか

３．政府はどのように国民を戦争
に動員したのか

【知識・技能】
満州事変に際しての世論・軍部の直接行動に
関する諸資料から情報が読み取れている。
　
【思考・判断・表現】
「満州国」および華北五省の位置を白地図上
で示すことができる。国内の軍部の政治的進
出、中国側の蔣介石の徹底抗戦の覚悟と汪兆
銘の判断など、歴史用語を用いながら説明で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
軍部の政治的台頭に依拠する統制・動員・弾
圧について、自らにひきつけて捉えようとし
ている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日本の歴史の展開に関わる諸事象について、地理
的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にと
らえて理解しているとともに、諸資料から日本の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身につけるようにする。

日本の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝
統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目し
て、概念などを活用して多面的・多角的に考察
し、課題を把握して説明、議論する力を養う。

日本の歴史の展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養い、多面的・多角的な考察や深
い理解により国民の自覚、自国の歴史への愛情、
他国や他国の文化を尊重する精神などを深める。

『詳説日本史』山川出版社

日本史

【 知　識　及　び　技　能 】主体的・対話的で深い学びを実現するために、課題を設定し、その追究の枠組みとなる多様な視点に注目する。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、課題を追究したり解決したりする活動を展開し、広い視野を獲得する。

国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な現代世界に関する歴史的認識を養う。

日本史 日本史探究
日本史 日本史探究 2

日本史探究

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科



1

冷戦の開始と講和
【知識及び技能】
占領政策の転換による日本の政治や
経済の変化について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
サンフランシスコ平和条約の調印に
よる日本の主権回復の意義について
考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
５５年体制がうまれた経緯につい
て、外交・政治・経済を踏まえて理
解し、成果と課題を追究する。

１６．朝鮮戦争は日本にどのよう
な影響を与えたか

１７．日本はどのように独立した
のか

１８．５５年体制はどのように成
立したのか

【知識・技能】
占領政策の転換による日本の政治・経済の変
化について、諸資料から読み取れている。

【思考・判断・表現】
サンフランシスコ平和条約および日米安全保
障条約について、歴史用語を用いながら説明
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
独立後の国内政治について、主体的に課題を
見いだそうとしている。

◯ ◯ ◯

○

高度成長の時代
【知識及び技能】
ソ連・アメリカ・中華人民共和国・
大韓民国との関係に着目し、独立後
の外交について整理・理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
新安保条約・沖縄返還問題など、外
交事案がもたらした課題について考
察する。

【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長がもたらした国内外の
変化について、その光と影を検証し
ようとする。

関東大震災
【知識及び技能】
関東大震災の被害と影響について理
解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
関東大震災が社会に及ぼした被害・
影響について、資料から考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
関東大震災後に発生したヘイトクラ
イムの背景を想像し、災害時に自ら
が加害者とならないために平時から
出来ることは何か、追究する。

１２．関東大震災によって何が起
こったか

【知識・技能】
関東大震災の被害を、社会主義者や朝鮮人・
中国人に対する殺傷事件の発生も含めて理解
している。
　
【思考・判断・表現】
関東大震災が社会に及ぼした被害・影響につ
いて、歴史用語を用いながら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
「ヘイトクライム」に関する「質問づくり」
などをおこない、内なる差別意識を認識した
うえで正す大切さ、情報リテラシー、批判的
思考力の重要性など、自分事として追究しよ
うとしている。

◯ ◯ ◯ 2

戦後の日本と世界
【知識及び技能】
日本の敗戦がアジアに与えた影響に
ついて、国・地域別に理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
占領政策および戦後の民主化政策と
それにともなう諸改革について考察
する。

【学びに向かう力、人間性等】
日本国憲法の複数の条文を大日本帝
国憲法と比較し、新憲法制定の意義
を見いだす。

1定期考査 ○ ○

5

１３．日本の降伏はアジアにどの
ような影響を与えたか

１４．日本国憲法によって何がど
う変わったのか

１５．アメリカの日本占領政策
は、どう変わっていったのか

【知識・技能】
日本の敗戦がアジアに与えた影響を、複数の
国・地域について諸資料から読み取れてい
る。
　
【思考・判断・表現】
占領政策と諸改革について、歴史用語を用い
ながら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
日本国憲法の特色と意義を、大日本帝国憲法
と比較し、追究しようとしている。

◯ ◯ ◯ 5

70

◯ 25

合計

１９．戦後の外交①　日ソ共同宣
言～ＬＴ貿易

２０．戦後の外交②　日韓基本条
約～日中共同声明

２１．高度経済成長はどのように
始まり、終わったのか

２２．経済大国化とバブル経済の
崩壊は何をもたらしたのか

【知識・技能】
独立後の日本の外交について、条約や声明な
ど諸資料から読み取れている。
　
【思考・判断・表現】
新安保条約や沖縄返還問題など、安全保障と
人権をめぐる問題について、歴史用語を用い
ながら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
高度経済成長がもたらした変化の是非を問
い、自らの生活にひきつけて捉えようとして
いる。

◯ ◯

冷戦終結と日本社会
【知識及び技能】
冷戦終結後の国際関係について整
理・理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
国連平和維持活動への対応など、冷
戦終結後の日本が抱える課題につい
て考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
冷戦終結後の国際社会において日本
がどのような役割を果たしてきたの
か、追究する。

２３．冷戦終結、湾岸戦争は日本
にどのような影響を与えたのか

【知識・技能】
冷戦終結後の国際関係について、諸資料から
読み取れている。

　
【思考・判断・表現】
国連平和維持活動への対応や経済不況に対す
る国内改革について、歴史用語を用いながら
説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦終結後の日本の国際社会における取り組
みについて、課題を追究しようとしている。

◯ ◯ ◯ 5

1

◯ 6

○ ○

３
学
期

テーマ史
【知識及び技能】
貨幣や宗教をテーマとして、教科書
知識を通史的に整理・理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
地域の歴史を学びつつ、蝦夷地直轄
化、琉球処分について確認し、現代
の諸課題についても考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
女性・家族という身近なテーマを通
し、現代の自分につながる歴史を感
じ取る。

２４．貨幣史　～東アジア・世界
とつながる経済を知る～

２５．宗教史　～古代から現代ま
で国家と宗教の関係を整理する～

２６．地域史（琉球・蝦夷）～地
域文化を学び、日本に編入された
経緯を確認する～

２７．女性史・家族史　～ジェン
ダーの視点から歴史を見直す～

【知識・技能】
貨幣史・宗教史について、諸資料から読み取
り、それぞれの画期を日本史の全体像のなか
に位置付けられている。
　
【思考・判断・表現】
アイヌや琉球の文化の形成および、現代の人
権に関わる諸課題について、歴史用語を用い
ながら説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
女性・家族をめぐる歴史の学習を通し、自ら
にひきつけて主体的に課題を追究しようとし
ている。

◯ ◯

定期考査 ○

２
学
期

定期考査


